
令和3年1月 ④

副 島 慶 輝 副 島 慶 輝

2021年1月１日現在

人工ペースメーカー外来
リウマチ外来
不妊症外来
難聴 ・ 補聴器外来
ペインクリニック
禁煙外来
頭痛外来
スポーツ外来
膝関節外来
健康診断
機能的脳神経外科
手の外科
足の疾患センター
骨軟部腫瘍
パーキンソン病
セカンドオピニオン外来

総合診療

内　 科

精神科（予約制）【G5】

糖尿病・血液内科

歯科口腔外科（予約制）

女性総合診療(予約制)

乳腺外科

循環器内科

呼吸器内科

脳神経内科

脳神経外科
機能的脳神経外科（毎月最終月曜日（予約制））

消化器内科

外科
消化器外科
内視鏡外科

呼吸器外科

肝臓内科

心臓血管外科
足の疾患センター（予約制）

腫瘍内科【Q2】

放射線治療科【Ｈ２】

麻酔科・ペインクリニック

整形外科

リウマチ科

皮膚科

形成外科

泌尿器科

眼科

耳鼻いんこう科

リハビリテーション科
透析センター

小児科

産婦人科

救命救急センターＥＲ２４
生活習慣病センター

板 敷 康 隆

早 野 智 子

（午後外来は予約制）

近 藤 潤 也

近 藤 潤 也

内 本 亮 吾
藤 田 文 彦

峯 　 孝 友
栗山龍太郎
篠 原 道 雄
峯 　 孝 友

村 上 直 子
田 原 晋 作

担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

林 　 公 一

松井久未子 松井久未子（再来のみ）鶴 　 政 俊

板 敷 康 隆

大 谷 　 望
古 谷 雄 司

大 谷 　 望

田中信一郎

安 部 俊 弘

北 原 正 博
佐 伯 晋 吾

安 部 俊 弘

坂 口 栄 樹

内 本 亮 吾
藤 田 文 彦

伊原公一郎
富 永 康 弘

鄭 　 泰 秀 德 永 貴 範

星 文子（非）

担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

林 　 公 一

板 敷 康 隆

早 野 智 子
大 谷 　 望大 谷 　 望
頴原　隆（非）

田中信一郎

坂 本 和 彦

近 藤 潤 也 矢 原 　 昇

田 和 聖 子
藤 田 文 彦

河 村 洋 行
栗山龍太郎

鄭 　 泰 秀

村 上 直 子

学 童 外 来
担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

齊藤剛（非）
（林　公一）（新患受付） （再　診） （再　診） （再　診）

若 林 祐 介 若 林 祐 介
鶴政俊（再来のみ）
德永　舞子
　板 敷 康 隆

長島由紀子

古 谷 雄 司

加藤香織（非） 生嶋一成（非）
佐 野 宏 徳
田 﨑 彩 子

田 﨑 彩 子

矢 原 　 昇

林 　 弘 人
北 原 正 博

矢 原 　 昇 坂 本 和 彦

坂 口 栄 樹

村 上 雅 憲
村 上 雅 憲

村 上 雅 憲

内 本 亮 吾
藤 田 文 彦

峯 　 孝 友
富 永 康 弘

峯 　 孝 友
德 永 貴 範
鄭 　 泰 秀

田 原 晋 作 田 原 晋 作

担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

林 　 公 一

担 当 医
担 当 医 担 当 医

担 当 医
担 当 医

担 当 医 担 当 医担 当 医
担 当 医 担 当 医

若 林 祐 介 若 林 祐 介 若 林 祐 介
鶴 　 政 俊

板 敷 康 隆

早 野 智 子
古 谷 雄 司
早 野 智 子

田中信一郎
田﨑　彩子 田中信一郎 田中信一郎

田 﨑 彩 子
佐 野 宏 徳
　

佐 野 宏 徳
　田 﨑 彩 子

山 下 勝 弘
藤岡裕士（非）

山 下 勝 弘

吉 野 茂 文

坂 本 和 彦
佐 伯 晋 吾

原 野 　 恵
中 村 克 彦

坂 口 栄 樹
千 原 大 典

柳 井 秀 雄
中 村 克 彦

坂 口 栄 樹原 野 　 恵
千 原 大 典

吉 野 茂 文
長島由紀子 長島由紀子長島由紀子長島由紀子

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信
（再診のみ）

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信
（再診のみ）

河 村 光 俊
佃 　 利 信

内 本 亮 吾
田 和 聖 子

伊原公一郎
河 村 洋 行
篠 原 道 雄

鄭 　 泰 秀
德 永 貴 範 德 永 貴 範 德 永 貴 範

村 上 直 子
星 文子（非）

担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

牧 　 隆 司牧 　 隆 司牧 　 隆 司牧 　 隆 司

高須啓之（非）

牧 　 隆 司

林 　 公 一

担 当 医

下村尚子（非）
（予約のみ）

杉本紘子（非）
（予約のみ）

松 本 裕 美 松 本 裕 美 松 本 裕 美
担 当 医
平 岡 興 三 平 岡 興 三

担 当 医 担 当 医 担 当 医

午前

午後 第1・3・5
第2・4
午前

午前

午前

午後

午後

午前

午前

午前（再来）

午前

　　（新来）

（新来）
（再来）

（再来）

午前

午前

午後

午後

午前

午前

午前

午前

午前

午後

午前

午前

午前

午前

午前

午後（入院）

午前

午前

午後
午前

午前
午後

午前

24時間
午前

総合診療
【Ｇ２】

女性総合診療【Ｈ２】

循環器病
総合診療
【Ｇ２】

がん
消化器・肝臓病
総合診療
【Ｇ５】

長寿医療
総合診療
【Ｇ１】

透析センター【Ｇ８】

生活習慣病センター【Ｈ３】

成育医療
総合診療
【Ｇ３】

救命救急センター【ＥＲ】

特殊外来  ※要予約診 療 科 名 月 火 水 木 金グループ名

心理カウンセリング（予約制）

　　（新来）
　　（再来）

（10時から） （10時から）
鄭 　 泰 秀
（10時から）（10時から） （10時から）

（11時以降予約のみ）

（受付時間11時まで）

（10時以降予約のみ） （10時以降予約のみ）（10時以降予約のみ）

午前

（　　）午前

　　（再来）午後

佐 藤 　 穣 佐 藤 　 穣 佐 藤 　 穣佐藤　穣
大谷　望

古谷　雄司
佐藤　穣

第1・3・5
第2・4

第1・3
第2・4・5

臼 井 麻 子
黒 木 浩 子

臼 井 麻 子
黒 木 浩 子

臼 井 麻 子
黒 木 浩 子

臼 井 麻 子
黒 木 浩 子

臼 井 麻 子
黒 木 浩 子

花香哲也（非）

小 林 　 博
小林かおり

小 林 　 博
小林かおり

小林 博（予約のみ）
小林かおり

小林 博（予約のみ）
小林かおり

小 林 　 博
小林かおり

外来診療担当医一覧表

予約
新患

診療受付時間 ： 午前8：30～11：30
　　　　　　   午後（各診療科外来にお問い合わせください）
※休診日：土曜日・日曜日・祝祭日・年末年始（12/29～1/3）※臨時休診は各外来窓口に表示

〒752-8510　下関市長府外浦町1番1号

国立病院機構 関門医療センター
★地域連携室の直通 TEL 083 -241-1191

FAX 083 - 241-1302
★代表

★透析センター 

TEL 083 - 241-1199
FAX 083 - 241-1301
FAX 083 - 241-1308

https://kanmon.hosp.go.jp/

赤字は今月の変更です。

【検温・消毒・問診の徹底】
出入口を制限し、検温・消毒・問診の徹底に努めています。救急対応
の診察には、大型空気清浄機を導入して、換気にも配慮しています。

【ソーシャルディスタンス】
飛沫防止用パーテーションの設置
や、足形の配置で、人との間隔を
とるように徹底しています。多言語
対応の表示も行っています。

仕上がりサイズ：A3（420×297ミリ）

217号

令和3年1月

下関市長府外浦町1番1号 発行責任者 /病院長 林　弘人 アートネクスト

①

Speed
Standard&Safety

Smile

〜
館
外
に
発
熱
外
来
を
設
置
し
ま
し
た
〜

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者

さ
ん
も
そ
れ
以
外
の
患
者
さ
ん
も
安
心

し
て
受
診
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、当
セ

ン
タ
ー
で
は
様
々
な
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

防
止
対
策
を
行
って
お
り
ま
す
。

す
べ
て
の
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
療
養
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
診
療
体
制
に
つ
い
て

【発熱外来用テントの設置】
発熱外来を設置し、館内に入らずに
診療・検査を受けることができます。

大型空気清浄機

多言語で表示

メッセージの後に
（2561・2377）



③ 令和3年1月 ②令和3年1月

石田　幹人
いしだ みきと

重症集中ケア特定認定看護師・
ICU副看護師長

　

高
齢
化
社
会
、医
師
の
労
働
条
件
の

改
善
な
ど
様
々
な
社
会
情
勢
や
医
療
・

福
祉
を
取
り
囲
む
問
題
に
対
し
て
特
定

行
為
看
護
師
制
度
は
2
0
1
7
年
10
月

よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
政
府
は

2
0
2
5
年
ま
で
に
10
万
人
の
特
定

行
為
看
護
師
の
育
成
を
目
標
に
し
て

お
り
ま
す
。現
在
は
全
国
で
2,646
名
、下
関

市
に
は
約
20
名
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
2
0
1
9
年
3
月
に
看
護
師

特
定
行
為
研
修
を
修
了
し
、2
0
1
9

年
9
月
よ
り
当
セ
ン
タ
ー
で
特
定
行
為

看
護
師
と
し
て
I
C
U
や
救
命
セ
ン

タ
ー
、急
性
期
病
棟
で
主
に
人
工
呼
吸
器

を
装
着
し
た
患
者
さ
ん
の
看
護
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。当
セ
ン
タ
ー
に
は
特
定
行
為

看
護
師
が
私
を
含
め
2
名
い
ま
す
。

　

特
定
行
為
看
護
師
の
活
動
を
は
じ
め

て
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。人
工
呼
吸
器

を
装
着
し
た
患
者
さ
ん
は
重
症
な
状
態

で
あ
り
、数
日
間
の
安
静
が
強
い
ら
れ
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。看
護
師
の
立
場

か
ら
、早
期
に
人
工
呼
吸
器
が
外
せ
る
よ

う
に
、病
態
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、患
者
さ

ん
の
日
頃
の
生
活
の
状
況
を
ご
家
族
や
前

施
設
か
ら
情
報
収
集
し
、人
工
呼
吸
器
の

設
定
変
更
や
、リ
ハ
ビ
リ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、退

院
後
の
ゴ
ー
ル
設
定
を
行
い
、医
師
・
看
護

師・薬
剤
師・栄
養
士・理
学
療
法
士
な
ど

で
構
成
さ
れ
る
医
療
チ
ー
ム
で
情
報
が

共
有
で
き
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

　

主
な
特
定
行
為
に『
呼
吸
器
離
脱
』と

い
う
行
為
が
あ
り
ま
す
。特
定
行
為
を

始
め
る
前
の
私
は
、人
工
呼
吸
器
は
外
せ

な
い
か
も
し
れ
な
い
と
主
治
医
に
言
わ
れ

る
と
、し
ょ
う
が
な
い
か・・・と
思
う
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、日
々
の
患
者
さ
ん

の
変
化
に
忠
実
に
、少
し
で
も
前
に
進
め

る
よ
う
に
医
療
チ
ー
ム
と
し
て
介
入
す
る

こ
と
で
、人
工
呼
吸
器
の
離
脱
が
上
手
く

い
っ
た
症
例
を
こ
の
１
年
間
で
何
件
も

経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の

よ
う
な
関
り
が
医
療
者
側
の
満
足
で

終
わ
る
こ
と
な
く
、患
者
さ
ん
本
人
、ご
家

族
と
共
有
で
き
る
よ
う
に
、こ
れ
か
ら
も

日
々
努
力
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、当
セ
ン
タ
ー
で
は
特
定
行
為

看
護
師
研
修
施
設
と
し
て
厚
生
労
働
省

へ
の
申
請
を
行
っ
て
お
り
、2
0
2
1
年

春『
外
科
基
本
領
域
パッ
ケ
ー
ジ
』『
救
急

領
域
パッ
ケ
ー
ジ
』の
２
つ
の
コ
ー
ス
を
立
ち

上
げ
、院
内
、地
域
の
看
護
師
の
教
育
・

研
修
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
予
定
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、チ
ー
ム
医
療
の
か
な
め

と
し
て
活
躍
で
き
る
看
護
師
の
育
成
を

目
標
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

特 

定 

行 

為

認
定
看
護
師

髙橋　従子
たかはし よりこ

救急看護特定認定看護師・
看護師

林　公一
はやし きみかず

産婦人科医長

特
定
行
為
看
護
師
の
活
動
を
と
お
し
て

人工呼吸器の設定を確認

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、厚
生
労
働
省『
特
定

行
為
に
係
る
看
護
師
の
研
修
制
度
』に
よ
り

養
成
さ
れ
た
特
定
看
護
師
が
、医
師
か
ら

あ
ら
か
じ
め
作
成
さ
れ
た
手
順
書
に
従
い

認
め
ら
れ
た
特
定
行
為
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。

【
主
な
行
為
の
内
容
】

•
チ
ュ
ー
ブ
の
位
置
調
整

•
動
脈
血
採
血

•
脱
水
補
正

•
人
工
呼
吸
器
設
定
変
更

•
呼
吸
器
離
脱

石田　幹人
いしだ みきと

重症集中ケア特定認定看護師

ICU副看護師長

救急看護特定認定看護師

髙橋　従子
たかはし よりこ

看護師

＜明るく開放感のある個室＞
窓からは関門海峡が一望できます。ベッドサイドには
家族写真やその日の出来事が書かれた日記が置か
れています。

「
命
を
救
う
」か
ら「
元
の
生
活
」へ

〜
集
中
治
療
室
の
取
り
組
み
〜

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー 

2
0
2
0

　

医
療
の
進
歩
に
伴
い
、集
中
治
療
室（
I
C
U
）

で
治
療
を
受
け
た
患
者
さ
ん
が
命
の
危
機
を

乗
り
越
え
、一
般
病
棟
へ
治
療
の
場
を
移
す
機

会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、I
C
U
か
ら

卒
業
で
き
た
患
者
さ
ん
の
半
数
以
上
は
筋
力

や
呼
吸
機
能
な
ど
身
体
機
能
の
低
下
な
ど
で
、

何
ら
か
の
援
助
な
し
で
は
日
常
の
生
活
動
作
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め

長
期
の
入
院
や
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
と
な
り
、

な
か
な
か
元
の
生
活
に
戻
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

関
わ
る
ご
家
族
の
心
身
の
負
担
も
増
え
て
い
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
今
は
コ
ロ
ナ
禍

の
状
況
で
、厳
し
い
面
会
制
限
を
強
か
れ
て
い

ま
す
。患
者
さ
ん
や
容
体
を
案
じ
ら
れ
て
い
る

ご
家
族
は
、互
い
に
離
れ
て
い
る
時
間
が
不
安

と
な
り
、ま

た
寂
し
さ
が

一
層
強
く
な
っ

て
い
る
よ
う

で
す
。こ
の
よ

う
に
集
中
治

療
を
受
け
た

時
の
影
響
が

の
ち
に
、様
々

な
症
状
と
し

て
あ
ら
わ
れ

て
く
る
こ
と

を
P
I
C
S

（
集
中
治
療

後
症
候
群
）

と
呼
ん
で
い

ま
す
。（
図
1
）

P
I
C
S

の
原
因
や
症
状
は
多
様
で
、こ
れ
と
いっ
た
治
療

法
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、効
果
的
な

取
り
組
み
は
い
く
つ
か
報
告
さ
れ
て
い
る
た
め
、

当
I
C
U
で
も
行
って
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
I
C
U
で
は
治
療
に
弊
害
が

な
け
れ
ば
、可
能
な
限
り
意
識
を
保
て
る
よ
う

に
鎮
静
薬
を
最
小
限
に
抑
え
、直
に
患
者
さ
ん

の（
筆
談
な
ど
で
）訴
え
を
傾
聴
し
て
必
要
な

援
助
を
提
供
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、受
け
持
ち
看
護
師
の
手
作
り
カ
レ
ン

ダ
ー
の
設
置
や
日
々
の
出
来
事
を
1
行
日
記
で

残
し
、面
会
の
際
に
は
患
者
さ
ん
の
様
子
を

ご
家
族
と
共
有
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
治
療
中
の
苦
痛
を
最
小
限
に

抑
え
、集
中
治

療
後
に
患
者

さ
ん
と
ご
家

族
が
い
ち
早

く
元
の
生
活

に
戻
れ
る
よ
う

に
ス
タ
ッ
フ
全

員
で
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
0
年
、世
界

は
コ
ロ
ナ
禍
の
ま
っ
た
だ

な
か
で
12
月
1
日
の
世

界
エ
イ
ズ
デ
ー
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。今

年
度
の
テ
ー
マ
は「
知
っ
て
る
！？
H
I
V

と
エ
イ
ズ
の
違
い
」が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

「
知
っ
て
る
!?
」と
い
う
問
い
か
け
を
通
じ

て
、一
人
で
も
多
く
の
人
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ

ズ
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
、「
Ｈ
Ｉ
Ｖ

と
エ
イ
ズ
の
違
い
」を
は
じ
め
、検
査
や

治
療
、支
援
な
ど
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
に
関

す
る
知
識
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
契
機
と

な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。正
し
い
知
識

の
普
及
を
通
じ
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
の
受
検

促
進
や
差
別・偏
見
の
解
消
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。た
だ
、世
界

的
な
C
O
V
I
D
-19
の
蔓
延
に
よ
り

す
べ
て
の
H
I
V
陽
性
者
は
、

C
O
V
I
D
-19
の
原
因
ウ
イ
ル
ス
に
対

し
て
更
な
る
注
意
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

C
O
V
I
D
-19
は
深
刻
な
病
で
す
が
、

H
I
V
感
染
者
の
C
O
V
I
D
-19

感
染
率
、臨
床
特
性
、転
帰
に
関
す
る

報
告
は
少
な
い
た
め
、正
確
な
こ
と
は
言

及
で
き
ま
せ
ん
が
、今
の
と
こ
ろ
H
I
V

陽
性
者
は
特
に
C
O
V
I
D
-19
の
感

染
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
エ

ビ
デ
ン
ス
や
、感
染
し
た
と
し
て
も
病
状

が
他
の
人
よ
り
悪
く
な
る
と
い
う
エ
ビ
デ

ン
ス
は
伝
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、

H
I
V
陽
性
者
に
と
っ
て
、

C
O
V
I
D
-19
を
軽
く
見

て
良
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
ら
を
守
る
た
め
に
す
べ
て
の
予
防
策
を

取
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

残
念
な
こ
と
で
す
が
、C
O
V
I
D
-19

の
流
行
地
に
お
い
て
様
々
な
風
評
被
害
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。C
O
V
I
D
-19

対
策
と
H
I
V
予
防
は
と
も
に
人
権
に

基
づ
く
ア
プ
ロ
ー
チ
を
厳
格
に
守
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。今
一
度
、肝
に
銘
じ
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ま
で
H
I
V
／
エ
イ
ズ
も
検
査

や
治
療
法
が
確
立
す
る
ま
で
に
莫
大
な

労
力・費
用・時
間
を
要
し
て
来
ま
し
た
。

ま
だ
、完
治
で
き
る
ま
で
に
は
至
り
ま

せ
ん
が
、ど
う
に
か
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

出
来
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。C
O
V

I
D
-19
に

お
い
て
も
同

様
に
近
い
う

ち
に
必
ず
抑

制
で
き
る
も

の
と
信
じ
て

い
ま
す
。
そ

れ
ま
で
皆
で

頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

＜図1 集中治療後症候群（PICS）＞
https://www.jsicm.org/provider/pdf/pics01.pdf より引用


